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今月号の主な内容

8月号
2012年

蓑村の虫送りは稲の害虫駆除のために始められたといわれており、毎年7月13日に行われ
ています。この日は子どもたちが燃える松明（たいまつ）を持って、とづか会館前から鳥墓
神社前までの水田沿いを太鼓や法螺貝の音と共に行列で進んでいました。

【7月13日　蓑村地内において「虫送り」が開催されました】

明和町行政チャンネル番組表 〈８月２日（木）～９月５日（水）〉明和町行政チャンネル番組表 〈８月２日（木）～９月５日（水）〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

８月２日（木）～
８月８日（水）

８月９日（木）～
８月１５日（水）

●明和ニュース：①夏休み子ども斎宮跡発掘体験教室、
　　　　　　　 ②群馬県明和町/三重県明和町スポーツ交流事業、ほか
●コ　ラ　ム：斎宮（いつきのみや）ガイドボランティア「散策 伊勢街道３」
●特　　　　集：平成２４年 大淀　園祭りと花火大会

８月１６日（木）～
８月２２日（水）

●明和ニュース：①志貴の精霊相撲、
　　　　　　　 ②サマーカーニバルin大淀、ほか
●コ　ラ　ム：明和町人権センター 夕涼み会
●特　　　　集：町長定例記者会見

８月２３日（木）～
８月２９日（水）

●明和ニュース：①中村の安産祈祷相撲、
　　　　　　　 ②第３０回 斎王まつりフォトコンテストほか
●コ　ラ　ム：明和町役場 各課のご紹介「まち整備課」
●特　　　　集：平成２４年 大淀　園祭りと花火大会

８月３０日（木）～
９月５日（水）

●明和ニュース：①平成２４年 大淀　園祭りと花火大会、
　　　　　　　 ②明和町人権センター 夕涼み会、ほか
●コ　ラ　ム：斎王が振り返る第３０回斎王まつり
●特　　　　集：平成２３年 明和町老人クラブ連合会「ミニ運動会」(再放送)

明和ニュース総集編（５月～７月）
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放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　(特殊な場合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



まちの話題
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

明
和
町
で
も
、
保
護
司
会
や
町

更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
あ

い
さ
つ
運
動
や
啓
発
活
動
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
参
加
活
動
な
ど
、

各
種
地
域
活
動
を
幅
広
く
展
開
し

て
い
ま
す
。

６
月
25
日
、
多
気
郡
保
護
司
会

（
村
川
　
浩
会
長
）
の
皆
さ
ん
が

明
和
町
役
場
を
訪
れ
「
第
62
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
か
ら
の

書
状
を
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
7
月
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
強
調
月
間
」を
前
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
更
生
保
護
へ

の
理
解
と
参
加
を
求
め
た
も
の

で
す
。

強
調
月
間
中
は
、
公
共
施
設
等

へ
の
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕

設
置
を
は
じ
め
、
7
月
1
日
に
は

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
安

全
祈
願
祭
会
場
で
、
2
日
の
朝
は

近
鉄
明
星
駅
、
3
日
の
朝
は
近
鉄

斎
宮
駅
で
、そ
れ
ぞ
れ
保
護
司
会
、

明
和
町
更
生
保
護
女
性
の
会
、
各

【犯罪や非行を防止し  立ち直りを支える地域のチカラ】

第 62 回社会を明るくする運動
強調月間の７月  町内各所で啓発活動を展開

町長（写真右）に法務大臣の書状を伝達する多気郡保護司会の皆さん

地
区
代
表
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
な

ど
が
参
加
し
、
各
種
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

明
和
町
の
保
護
司
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
）

野
畑
久
子
さ
ん
（
金
剛
坂
）、

田
端
好
司
さ
ん
（
中
海
）、
岸
江

輝
雄
さ
ん
（
明
星
）、
吉
田
は

子
さ
ん
（
斎
宮
）、
松
平
信
孝
さ

ん（
新
茶
屋
）、大
⻆
伸
子
さ
ん（
山

大
淀
）、北
岡
　
泰
さ
ん
（
上
野
）、

小
林
　
邦
久
さ
ん
（
志
貴
）

叙
勲故 

辻
　
清
雄
さ
ん
に

旭
日
単
光
章

6
月
29
日
、
㈱
菊
川
鉄
工
所
伊

勢
新
工
場
に
お
い
て
、
同
社
が
明

和
町
佐
田
・
斎
宮
地
内
に
所
有
す

る
土
地
４
１
６
４
４
㎡
を
町
が
公

共
施
設
用
地
と
し
て
買
い
取
る
こ

と
で
合
意
し
、
㈱
菊
川
鉄
工
所
の

菊
川
　
厚
社
長
と
中
井
町
長
ら
が

出
席
し
て
契
約
書
に
調
印
し
ま
し

た
。こ

の
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

町
が
多
気
東
部
土
地
開
発
公
社
に

取
得
事
業
を
委
託
し
た
も
の
で
、

用
地
の
活
用
方
法
は
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
当
面
は
多

気
東
部
土
地
開
発
公
社
が
管
理
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
元
明
和
町
議
会
議

員
の
故
　
辻
　
清
雄
さ
ん（
竹
川
・

享
年
84
歳
）
に
「
旭
日
単
光
章
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

電
気
工
事
業
を
経
営
さ
れ
て
い

た
辻
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
9
月
に

明
和
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

以
降
4
期
16
年
に
わ
た
り
議
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
議
長
、
副
議
長
を
は

じ
め
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
、
町
の
主
幹
産
業
で

あ
る
農
漁
業
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
町
立
図
書
館
の
整
備
、
商
工

業
の
推
進
、
国
史
跡
斎
宮
跡
の
事

業
拡
大
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
34
年
余
り
に
わ
た
り
消
防

団
活
動
に
も
携
わ
り
、
消
防
団
長

も
務
め
ら
れ
る
な
ど
地
域
で
も
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
　

公
共
施
設
用
地
を
取
得

詳
し
い
こ
と
は
、
防
災
企
画
課

（
☎
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

取得した土地（写真左端の建物は明和消防署）

菊川社長（写真左）と町長が調印しました
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。まちの話題
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

情報提供を呼びかけました

大
堀
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
の

解
散
に
つ
い
て

北
山
結
子
さ
ん
に
関
す
る
情
報
提
供
を
！

大
堀
川
は
明
和
町
と
伊
勢
市
の

境
を
流
れ
る
二
級
河
川
で
、
沿
岸

付
近
に
つ
い
て
は
、
豪
雨
に
よ
り

幹
線
道
路
の
冠
水
や
民
家
等
へ
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
、
住
民
生
活

に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
き
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
大
堀
川
沿
岸
地
域
住

民
等
に
よ
り
、
昭
和
56
年
11
月
に

大
堀
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
が

設
立
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
大
堀
川

の
改
修
促
進
を
要
望
し
て
き
た
結

６
月
13
日
、
松
阪
警
察
署
や
行

政
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
駅
や
商

業
施
設
な
ど
町
内
5
箇
所
に
分
か

れ
て
活
動
し
、
北
山
結
子
さ
ん
に

関
す
る
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

大淀ふれあいキャンプ場で
今シーズンの安全祈願祭
【 宝 探 し や 餅 の 配 布 も 】

7 月 1 日、今シーズンの大淀ふれあいキャンプ

場の無事故と安全を願う「安全祈願祭（明和町観

光協会主催）」が、同キャンプ場で行われました。

安全祈願祭には、明和町消防団や関係自治会の

皆さんをはじめ、本年の斎王まつりで斎王役を務

めた松本夢歩さん（京都府京田辺市）など約 40 人

が出席し、全員でキャンプ場の無事故と海の安全

を祈願しました。

また、会場には家族連れなど約 250 人の皆さん

も訪れ、式典の後は、フラダンスの披露、宝探し、

餅の配布が行われました。

安全祈願祭の様子。写真は明和町観光協会提供

果
、
三
重
県
に
よ
る
大
堀
川
の
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

に
事
業
延
長
３
５
４
０
ｍ
が
完
成

し
、
伊
勢
市
に
よ
る
大
堀
川
支
川

の
改
修
事
業
も
平
成
23
年
９
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
堀
川
改
修

促
進
期
成
同
盟
会
の
目
的
が
達
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
６

月
14
日
の
大
堀
川
改
修
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
で
、
６
月
30
日
を
も

っ
て
大
堀
川
改
修
促
進
期
成
同
盟

会
の
解
散
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
南
区
自

治
会
の
有
志
の
方
々
で

自
分
た
ち
の
生
命
・
財

産
を
自
ら
守
り
、
川
を

美
し
く
す
る
た
め
に
、

同
盟
会
解
散
を
機
に

「
大
堀
川
を
守
る
会
」

が
結
成
さ
れ
、
堤
防
の

草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。詳

し
く
は
、
ま
ち
整

備
課
（
☎
52
・
７
１
１

９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

北
山
結
子
さ
ん
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
松
阪
警
察
署

（
☎
０
５
９
８
・
53
・
０
１
１
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

北
山
さ
ん
は
平
成
９
年
６
月
13

日
に
自
転
車
で
出
か
け
た
ま
ま
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大堀川の様子

情報提供を呼びかけるチラシ
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まちの話題
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

町
で
は
、
地
震
対
策
と
し
て
自

力
で
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
困
難
な
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
住
宅
内
の
家
具
の
固
定

を
無
料
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

家
具
の
固
定
は
住
宅
の
耐
震
改

修
に
比
べ
て
手
軽
に
で
き
る
も
の
で

す
か
ら
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

住
ま
い
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容

住
宅
内
に
あ
る
家
具
を
Ｌ
字
金

具
・
チ
ェ
ー
ン
等
で
３
つ
ま
で
無

料
で
固
定
し
ま
す
。

作
業
は
、
町
が
委
託
契
約
し
て

い
る
業
者
が
行
い
ま
す
。
な
お
、

事
業
を
利
用
で
き
る
の
は
１
世
帯

１
回
ま
で
で
す
。

■
対
象

次
の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
で
す
。

・
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
保
健
手
帳
、
い
ず
れ
か
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
上
記
に
準
ず
る
人
な
ど
（
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
、
18

歳
未
満
の
人
な
ど
）

■
申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

住
宅
内
の
家
具
を
無
料
で
固
定
し
ま
す

～
大
地
震
発
生
に
備
え
、家
具
転
倒
の
防
止
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
～

事
業
対
象
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類

（
各
種
手
帳
の
写
し
等
）
と
地
図
を

添
付
の
上
、
防
災
企
画
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

■
募
集
期
間
　
８
月
１
日
（
水
）

～
８
月
31
日
（
金
）

詳
し
い
こ
と
は
、
防
災
企
画
課

防
災
係
（
☎
52
・
７
１
１
０
、

52
・
７
１
３
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

家具類
の転倒
落下物
40％

参考：中越地震（平成16年）での負傷原因の割合

中越地震での負傷者の約4割は家具の転倒などによるもの

本人転倒
25％

熱湯など
11％

その他
16％

ガラス・鋭利な物
8％

（有料広告）

【地域の人と農地の問題の解決に向けた国の支援が始まります】

現在の農業をめぐる状況をみると、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などで 5 年後、10 年後の展望が描

けない地域が全国的に増えています。

そこで、当町においても、農業の将来、特に、

◎　今後の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）はどこか

◎　中心となる経営体へどうやって農地を集めるか

◎　中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給的農家）を含めた地域農業のあり方（生産品目、

　　経営の複合化、６次産業化など）

といった ｢人と農地の問題｣ について地域の意見を反映した『人・農地プラン』を作成することとなりました。

また、国では各地域で作成された『人・農地プラン』の実現に向けての各種支援策が今年度から始められます。

なお、国の支援は『人・農地プラン』に位置づけられていることが必須条件となりますが、

◎　青年就農給付金（経営開始型）

　　（原則 45 歳未満で独立・自営就農する方への支援）

◎　農地集積協力金（中心となる経営体に農地を提供する方への支援）

◎　スーパーＬ資金の当初 5 年間無利子化（認定農業者への支援）

といった支援を受けることができます。

詳しくは、農水商工課農林商工係（☎ 52・7118）までお問い合わせください。
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広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

10月7日（日）に総合体育館で

平成 24 年度敬老福祉大会を開催
【70歳以上の皆さん 参加申し込みは９月７日（金）

までに】

明和町と明和町老人クラブ連合会（乾　良市会長）では「平成 24 年度敬老福祉

大会」を、10 月７日（日）に明和町総合体育館で開催します。

９月１日現在で 70 歳以上の皆さんを対象に、８月下旬に大会の案内状を送付し

ます。参加される人は、案内状に同封の「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、

返信用の封筒（郵送の場合、切手は不要です）で、９月７日（金）までに郵送等で

申し込んでください。なお、大会不参加の場合は「参加申込書」を返信いただく必

要はありません。

※ 69 歳以下で老人クラブに加入している人は、老人クラブで大会参加の取りまと

めをします。

※敬老福祉大会について、そのほか詳しくは長寿健康課高齢者福祉係（☎ 52・

7116）へお問い合わせください。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

一
人
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
「
医

療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
」

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

各
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
保
育
園
（
所
）・
幼

稚
園
・
学
校
等
で
の
事
由
に
よ
る

負
傷
等
の
医
療
費
で
、
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
等
か
ら
医
療
費
の
給
付
を
受
け

た
場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
年
の
所
得
が
下

表
の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合
も
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

■
対
象
者
　
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）〔
平
成
24
年
9
月
1
日

か
ら
所
得
制
限
限
度
額
が
変
更
に

な
り
ま
す
。〕

障
が
い
者
医
療
費
助
成

■
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
②
知

的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
Ｂ
１
以

上
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
人
、
③

精
神
障
が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が

１
級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

【
一
人
親
等
医
療
費
助
成
】

■
対
象
者
　
①
18
歳
年
度
末
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
お
よ
び
児

童
、
②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度

末
ま
で
の
児
童

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
場
合

■
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場

合
　
受
診
す
る
病
院
等
の
窓
口
に
、

医
療
費
受
給
資
格
証
と
加
入
医
療

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
た
場
合
　
受
診
し
た

病
院
等
の
保
険
診
療
明
細
が

記
載
さ
れ
た
領
収
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
福
祉
子
育

て
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ル
セ
ッ
ト
等
療
養
費
給

付
を
受
け
た
場
合
　
受
診
し

た
病
院
等
の
意
見
書
・
装
具

装
着
証
明
書
・
装
具
の
領
収

書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

福
祉
子
育
て
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

■
医
療
保
険
や
届
出
事
項
変

更
の
と
き
　
加
入
医
療
保
険
、

ま
た
は
住
所
・
氏
名
・
振
込

先
金
融
機
関
等
の
届
出
事
項

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。
変
更
手
続
き
の

 

医
療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
を
助
成
し
ま
す

■福祉医療費助成制度　所得制限限度額（子ども医療費は 9 月 1 日からの適用）

扶 養 親 族
などの人数
（税法上）

子ども医療費 障がい者医療費 一人親家庭等医療費

保護者所得額 本人所得額
配 偶 者 お よ び
扶養義務者所得額

本人所得額
扶養義務者
所　得　額

０人 622万円 360.4万円 628.7万円 192万円 236万円

１人 660万円 398.4万円 653.6万円 230万円 274万円

２人 698万円 436.4万円 674.9万円 268万円 312万円

３人 736万円 474.4万円 696.2万円 306万円 350万円

４人 774万円 512.4万円 717.5万円 344万円 388万円

５人 812万円 550.4万円 738.8万円 382万円 426万円

加　算　額

老人扶養者１人につき
６万円加算

①老人扶養者１人につ
き 10 万円加算

②特定扶養者１人につ
き 25 万円加算

老人扶養者１人につき
６万円加算

①老人扶養者１人につ
き 10 万円加算

②特定扶養者１人につ
き 25 万円加算

老人扶養者１人につき
６万円加算

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

際
は
、
受
給
資
格
証
と
認
印
、
住

所
・
氏
名
以
外
の
変
更
の
場
合
は
、

新
し
い
保
険
証
の
写
し
（
明
和
町

国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
不
要
）

や
通
帳
等
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格
喪
失
の
と
き
　
転
出

や
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

失
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
受

給
資
格
証
の
返
還
と
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
は
、
認
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
各
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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くらし
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

平
成
24
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
12
日
か
ら
15
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
道
路
拡
幅
工
事
請
負
費
、
多
気
東
部
土
地
開
発
公
社
貸
付
金
増
額

な
ど
）
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
平
成
23

年
度
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書
の
報
告
な
ど
を
審
議
し
、
16
案
件
（
承

認
2
件
、
報
告
5
件
、
議
案
9
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年 

第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

 

16
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
24
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
８
０
５
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
73
億
６
０
５
０
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
１
７
５
７
万
3
千
円

増
額
　
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
ほ
か
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
３
２
５
万
1
千
円
増

額
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
等

修
繕
料
増
額
な
ど

■
農
林
水
産
業
費
＝
１
１
６
９
万

6
千
円
増
額
　
下
御
糸
漁
港
機
能

保
全
計
画
策
定
業
務
委
託
料
増
額

な
ど

■
商
工
費
＝
24
万
７
千
円
増
額
　

普
通
旅
費
ほ
か
増
額

■
土
木
費
＝
1
億
１
６
７
２
万
4

千
円
増
額
　
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
道
路
拡
幅
工
事
請
負

費
ほ
か
（
坂
本
前
野
線
、
本
郷
勝

見
第
二
線
ほ
か
）
増
額
な
ど

■
教
育
費
＝
２
１
０
０
万
9
千
円

増
額
　
一
般
文
化
財
発
掘
調
査
受

託
事
業
　
作
業
員
賃
金
・
測
量
基

準
点
設
置
等
委
託
料
増
額
な
ど

■
諸
支
出
金
＝
5
億
１
０
０
０
万

円
増
額
　
多
気
東
部
土
地
開
発
公

社
貸
付
金◇

　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
国
庫

支
出
金
６
８
９
７
万
5
千
円
、
県

一

般

会

計

の

補

正

支
出
金
１
５
０
０
万
7
千
円
、
寄

附
金
30
万
円
、
繰
入
金
4
億
円
、

繰
越
金
１
億
４
２
０
１
万
8
千

円
、
諸
収
入
４
６
０
万
円
、
町
債

４
９
６
０
万
円（
い
ず
れ
も
増
額
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
歳
出
・
支

出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
82

万
9
千
円
増
額
（
総
額
24
億
５
１

９
２
万
9
千
円
）
電
算
委
託
料
な

ど■
水
道
事
業
会
計
＝
収
益
的
支
出

４
０
９
万
4
千
円
増
額
（
総
額
３

億
４
８
５
９
万
４
千
円
）
給
料
な

ど
各
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
可

決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
承
　
認
】

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
明
和
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
明
和
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

【
報
　
告
】

■
平
成
23
年
度
農
業
体
質
強
化
基

盤
整
備
促
進
事
業
　
八
木
戸
排
水

機
場
ポ
ン
プ
修
繕
工
事
繰
越
明
許

費
計
算
書

■
平
成
23
年
度
水
産
物
供
給
基
盤

整
備
機
能
保
全
計
画
書
作
成
委
託

費
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
23
年
度
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書■
平
成
23
年
度
学
校
体
育
諸
施
設

整
備
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
23
年
度
明
和
町
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書

【
議
　
案
】

■
明
和
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

■
明
和
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■
明
和
町
事
業
所
設
置
奨
励
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て■
明
和
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

特
別
・
事
業
会
計
の
補
正

そ

の

ほ

か

の

議

案

承

認

・

報

告

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
で
は
、

日
ご
ろ
の
研
究
所
の
仕
事
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
恒
例
の
研
究

所
一
般
公
開
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

入
場
無
料
で
、
事
前
の
参
加
申

し
込
み
も
不
要
で
す
。
皆
さ
ん
、

多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
25
日
（
土
）　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

■
場
所
　
独
立
行
政
法
人
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

南
勢
庁
舎
（
度
会
郡
南
伊
勢
町
中

津
浜
浦
４
２
２
─
１
）

■
内
容
　
増
養
殖
研
究
所
の
研
究

紹
介
・
展
示
、
講
演
、
タ
ッ
チ
プ

ー
ル
、
海
藻
の
し
お
り
作
り
な
ど

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研

究
所
業
務
推
進
課（
☎
０
５
９
９
・

66
・
１
８
３
０
、

h
ttp://n

ria.

fra.affrc.g
o
.jp

/in
d
ex

.h
tm

l

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

増
養
殖
研
究
所
一
般
公
開

【
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
】

6



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127

◎支援等内容のご案内
■利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、その家

族・支援関係者

■支援等の内容　①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の相

談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手

続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワーク、

特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネットワー

クづくり等  

■場所　保健福祉センター内　明和町障がい者生活支援

センター

■開設日時　月〜金曜日（祝日を除く）、午前８時 30 分

〜午後５時 15 分

◎ご活用ください「へるぷかーど」
明和町障がい者

生活支援センター

♬ここ♪では、毎
月ここトークを開

催し、当事者や支

援者の皆さんと意

見交換を行ってい

ます。ここトーク

の防災をテーマにした意見交換の中で「災害に備え、障

がい者が被災したときに支援を受けるにはどのようなこ

とができるか」を考え、この

たび「へるぷかーど」を作成

しました。

へるぷかーどは、首からぶら下げる名札に名前や連絡

先などを記入したカードを入れて、何かあったときにそ

のカードを見て保護者に連絡してもらったり、避難所な

どで必要な支援内容を伝えるものです。へるぷかーどが

必要な人は、♬ここ♪へお問合わせください。なお、カ

ードケースの実費分として 100 円が必要です。

◎８月８日（水）にここトークを開催
明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪では、次の

とおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どうぞお

気軽にご参加ください。

■日時と場所　８月８日（水）　午後 1 時 30 分～ 3 時、

保健福祉センター１階多目的室

■対象　障がいのある人、その家族や支援者

■内容　手帳交付の際にお渡ししている「障がい者福祉

のてびき」の見直しについて意見交換を行っています。

■参加申込期限　８月３日（金）

◇　　　　　　　　　　　　◇

※支援等内容、ここトークの申し込み等、詳しくは明和

町障がい者生活支援センター♬ここ♪（明和町保健福祉

セ ン タ ー 内、☎ 52・7127、 52・7128、 sh i e n@

t own .m e iwa .m i e . j p） へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い。

へるぷかーど

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障
がい者生活支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、
地域で安心して生活できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支
援等の業務を行っています。

専門の相談支援員が支援等を
行っています　　　　　　　

羽
毛
布
団
を

引
き
取
り
ま
す

障
が
い
者
就
職

面
接
会
を
開
催

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

あ
り
ん
こ
で
は
、
通
所
者
支
援
の

一
環
と
し
て
羽
毛
布
団
（
ダ
ウ
ン

率
50
％
以
上
）
を
無
料
で
引
き
取

っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

羽
毛
布
団
は
、
利
用
者
の
再
生
加

工
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
あ
り
ん
こ
（
☎

53
・
０
０
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
阪
で
は
障
が

い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

障
が
い
者
の
方
と
事
業
主
が
一
同

に
会
し
て
面
接
す
る
「
就
職
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

9
月
28
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
3
時
30
分

■
場
所
　
松
阪
合
同
庁
舎
１
階
大

会
議
室
（
松
阪
市
高
町
４
９
３
︱
６
）

■
申
し
込
み
　

8
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
連
絡
を

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク

松

阪
（

☎

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
・
流

動
化
の
促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、次
に
該
当
す
る
人
は
、

町
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
持
っ
て
い
る
人
、
②

だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が
相

手
が
見
つ
か
ら
な
い
人
、
③
だ
れ

か
に
農
作
業
の
委
託
を
依
頼
し
た

い
人
、
④
離
農
す
る
人

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

め
切
り
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
10
月
末
公
告
分
　
平
成
24
年
８

月
31
日
（
金
）
ま
で

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

０
５
９
８
・
51
・
０
８
６
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進
】

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

貸
し
借
り
の
申
出
書
は 

８
月
31
日
ま
で
に

農業委員会
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くらし
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

【ひとまちふれあい企画】

第７回京都人権・歴史紀行の
参 加 者 を 募 集

　京都の人権ゆかりの名所旧跡を案内したガイドブック「京都人権

歴史紀行」から、今年は洛西を訪ねます。名跡の裏に隠れたもう一

つの歴史が浮かび上がります。午後は、ろうけつ染めのハンカチつ

くりの体験をします。

　ろうけつ染めとは、筆などで溶かした蝋
ろう

を布に塗り、模様を描い

た後、染料でその布を染色し、蝋をを落として水洗いすると、蝋を

塗った部分が白く染め抜かれるという、日本では天平時代から見ら

れる染色技法です。

◆日　時　　第 1 回　８月 30 日（木）午前 7 時出発　帰着午後７

時 30 分予定

第２回　９月４日（火）午前 7 時出発　帰着午後７時 30 分予定

◆行き先と内容　　天龍寺、葛
か ど の

野大
お お い

堰、ろうけつ染め体験ほか

◆定　員　30 人（先着順）なお各回 15 人に達しない場合は、30 日

（木）のみの開催とします。

◆対象者　町内在住の 20 歳以上の

人

◆参加費　6,300 円（体験料（2,000

円）、拝観料、昼食代、保険料含む）

◆申し込み期間　８月７日（火）

～ 10 日（金）午前９時～午後５時

※申し込みは、一人の申し込みに

つき二人分の参加を受け付けます。

ろうけつ染め体験の作品例

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み

に
点
字
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
講
座
で
は
点
字
の
基
本
を
学

び
、
絵
本
の
点
訳
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
①
８
月
６
日
（
月
）、

②
８
月
７
日
（
火
）、
時
間
は
各

日
と
も
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30

分
（
参
加
は
、
い
ず
れ
か
１
日
だ

け
で
も
可
）

■
定
員
　
各
日
と
も
10
人
（
先
着

順
）

■
場
所
　
明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
明
和
町
点
字
サ
ー
ク
ル

長
谷
川
美
代
子
さ
ん
、
阪
井
琴
代

さ
ん

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　
８
月
１
日
（
水
）

〜
３
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
直
接
、
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

人
権
セ
ン
タ
ー
楽
し
い
手
作
り
教
室

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

○
伊
勢
型
紙
で

　
秋
を
彩
り
ま
し
ょ
う
！

秋
の
草
花
や
景
色
を
描
い
た
い

く
つ
か
の
型
紙
か
ら
、
あ
な
た
の

好
き
な
一
枚
を
お
作
り
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
８
月
27
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
定
　
員
　
18
人
（
先
着
順
）

◆
対
象
者
　
町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

◆
講
　
師
　
山
中
師
之
さ
ん

◆
参
加
費
　
５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
新
聞
紙

◆
申
し
込
み
期
間
　
８
月
21
日

（
火
）
～
８
月
24
日
（
金
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
講
座
と
も
申
し
込
み
期
間
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
、

ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
人
権

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

点
字
体
験
講
座
の

参
加
者
を
募
集

せ
く
だ
さ
い
。

「
な
っ
と
く
！
法
務
局
」

市
民
講
座
受
講
者
募
集

津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局
で
は
、

法
務
局
の
業
務
に
関
す
る
住
民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
市
民
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時
及
び
内
容

第
１
回
　
９
月
４
日（
火
）、

内
容
：
相
続
と
は
？

第
２
回
　
10
月
16
日
（
火
）
、

内
容
：
相
続
の
登
記
は
ど
う
す

る
の
？

第
３
回
　
11
月
13
日
（
火
）、

内
容
：
抵
当
権
抹
消
の
登
記
は

ど
う
す
る
の
？

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

４
時

■
場
所
　
津
地
方
法
務
局
松
阪
支

局
１
階
大
会
議
室
（
松
阪
市
高
町

４
９
３
︱
６
　
松
阪
合
同
庁
舎
内
）

■
定
員
　
各
50
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
方
法
や
お
問
い
合
わ

せ
は
、
津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局

（
☎
０
５
９
８
・
53
・
１
５
０
１
、

０
５
９
８
・
53
・
１
５
０
２
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

町
長
日
曜
座
談
会  

８
月
26
日
・
９
月
30
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
と
９
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
８
月
26
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
20

日（
月
）、
②
９
月
30
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
９
月
24

日（
月
）　
■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な

人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定

日
時
　
８
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.m

e
iw

a
.m

ie
.jp

/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事
業
所
設
置
奨
励
制
度
の
ご
案
内

町
で
は
、
産
業
振
興
と
雇
用
促

進
な
ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
「
明
和
町
事
業
所
設

置
奨
励
条
例
（
平
成
17
年
９
月
22

日
施
行
）」
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
事
業
所
の
新
設
又
は
増
設
に
対

す
る
奨
励
措
置
と
し
て
、
事
業
者
に

奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

【
制
度
の
概
要
】

■
対
象
業
種
：
要
件
を
満
た
し
た

事
業
者

■
対
象
地
域
：
町
内
全
域

■
対
象
要
件
：
事
業
者
〔
法
人
・

個
人
〕
に
よ
る
事
業
所
の
新
・
増

設
に
お
い
て
、
投
資
額
が
５
千
万

円
以
上
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
「
三
重
県
の
交
付
す
る
補
助
金

等
か
ら
の
暴
力
団
排
除
要
綱
別
表

一
」
に
該
当
す
る
者

②
明
和
町
総
合
計
画
の
方
針
に
基

づ
い
た
も
の
で
な
い
者

③
町
長
が
指
定
す
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
認
め
る
者

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

※
新
・
増
設
し
た
事
業
所
の
事
業

開
始
後
30
日
以
内
に
奨
励
措
置
指

定
申
請
が
必
要
で
す
。

■
奨
励
措
置
の
概
要
：
①
奨
励
金

交
付
期
間
＝
事
業
を
開
始
し
た
年

度
か
ら
３
年
間
②
奨
励
金
交
付

額
＝
固
定
資
産
税
相
当
額
に
対
し

て
１
年
目
　
　（
町
内
の
工
業
団

地
内
に
事
業
所
を
設
置
し
、
事
業

を
開
始
し
た
場
合
（
以
下
「
工
業

団
地
内
操
業
」
と
い
う
。）
に
あ

っ
て
は
　
　
）

２
年
目
　
　（
工
業
団
地
内
操
業

に
あ
っ
て
は
　
　
）

３
年
目
　
　（
工
業
団
地
内
操
業

に
あ
っ
て
は
　
　
）

奨
励
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
税
相
当
額
は
、
事
業
所
の

新
・
増
設
に
係
る
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
に
か
か
る
分
（
各
事
業

者
所
有
分
）。
た
だ
し
、
賃
貸
事

業
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。

③
加
算
措
置
＝
事
業
所
の
新
・
増

設
に
伴
う
新
規
雇
用
正
社
員
（
明

和
町
に
住
所
を
有
す
る
者
）
１
人

の
雇
用
に
つ
き
25
万
円
、
新
規
雇

用
正
社
員
（
明
和
町
に
住
所
を
有

す
る
者
）
が
障
が
い
者
で
あ
る
場

合
は
、
１
人
の
雇
用
に
つ
き
35
万

円
を
基
準
年
度
か
ら
３
年
間
を
上

100
100

150
100

75
100

100
100

50
100

75
100

事
業
所
を
新
・
増
設
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

限
に
、
奨
励
金
の
額
に
加
算
し
て

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
３
年
間
の
奨
励
金
合
計

限
度
額
は
加
算
措
置
の
金
額
を
含

め
１
億
円
で
す
。

■
そ
の
ほ
か
　
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
の
時
限
措
置
で
す
。

※
奨
励
措
置
の
対
象
と
な
る
事
業

所
の
新
・
増
設
の
詳
細
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
農
水
商
工
課
農
林
商

工
係
（
☎
52
・
７
１
１
８
　

nousui@
tow

n.m
ie-m

eiw
a.lg.jp

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中
に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量
で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝mg /ℓ

三
河
川
の
水
質

ＢＯＤ

8.1

6.8

6.5

4.5

11.0

9.1

7.1

7.1

6.8

採水日 （平成２４年６月１３日）

祓　川（下御糸橋） 0.6

1.1

1.2

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上
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くらし
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

平
成
24
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

【
８
月
６
日
～
22
日
に
先
着
順
で
受
け
付
け
】

県
教
育
委
員
会
で
は
、
病
気
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
等
を
対

象
に
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

を
行
い
ま
す
。

■
試
験
期
日
　
11
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
40
分

■
試
験
会
場
　
県
庁
講
堂
棟
３
階

第
１
３
１
・
１
３
２
会
議
室

■
試
験
科
目
　
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
受
付
期
間
　
８
月
17
日

（
金
）
～
９
月
４
日
（
火
）
消
印

有
効詳

し
い
こ
と
は
、
三
重
県
教
育

委
員
会
事
務
局
高
校
教
育
課
キ
ャ

リ
ア
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５

９
・
２
２
４
・
２
９
１
３
　

kokoky
o2@

pre f.m
ie.jp

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１（   ０）

０（   ０）

２（   ２）

1（   ０）２（   １）

16（  －3）３（   ０）

７（  －６）

■町内の治安情勢 （平成２４年５月１日～３１日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣狙い

忍び込み

ひったくり

車上狙い

強制わいせつ

路上強盗

そのほか

合　　計

■最大震度別地震回数 （平成２４年６月１日～３０日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

154 66 19 5 0 0 0 0 0 244

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

８２件

１５件

２０人

０人

６７件

３１８件

６３件

７９人

１人

２５５件

７０件

２５件

３６人

０人

４５件

■町内の交通事故発生状況 （平成２４年６月１４日現在）

平成２４年１月
か ら の 累 計

平成２４年５月
( 概 　 　 数 )

【人権擁護委員をご存知ですか】
人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の皆さんです。

明和町では５人の人権擁護委員が、人権に関する相談を受

けるための特設人権相談所開設や、人権尊重の理念を深める

ために街頭啓発等の活動を行っています。

明和町の人権擁護委員は、次の皆さんです ( 順不同 )。

■中野益甫さん、浅尾栄子さん、北村れい子さん、西口初男

さん、三田重信さん

【８月１６日に 特設人権相談所開設】
明和町では、特設人権相談所を次のとおり開設します。

人権に関する悩みごとがございましたら、お気軽にご相談

ください。相談は無料で、秘密は厳守されます。

■日時　８月 16 日 ( 木 )　午前９時 30 分〜正午

■場所　明和町中央公民館

■相談員　人権擁護委員

※人権擁護委員・特設人権相談所について、詳しくは人権セ

ンター（☎ 55・3052）へお問い合わせください。

町
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
（
明
和
・
多
気
・
大
台

３
町
の
合
同
開
催
）
の
受
講
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
　
町
内
に
在
住
し
、
４
回

す
べ
て
の
講
座
を
受
講
し
た
後
に

「
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
の

会
員
と
し
て
継
続
し
て
活
動
に
参

加
で
き
る
人

■
日
時
　
11
月
１
日（
木
）、
11
月

15
日（
木
）、
11
月
29
日（
木
）、
12

月
13
日（
木
）　
時
間
は
、、
各
日

と
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時

30
分

■
場
所
　
多
気
町
天
啓
の
里

■
講
座
の
内
容
　
生
活
習
慣
病
予

防
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、

こ
こ
ろ
の
健
康
、
食
育
、
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
、栄
養
と
食
生
活
、

献
立
の
立
て
方
、
食
品
成
分
表
の

使
い
方
、
食
品
衛
生
と
食
環
境
保

全
な
ど
、
ま
た
毎
回
調
理
実
習
を

実
施

■
必
要
経
費
　
調
理
実
習
の
食
材

費
（
４
回
分
）

■
募
集
人
数
　
８
人（
先
着
順
で
、

定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
）

■
募
集
期
間
　
８
月
６ 

日（
月)

～
22
日
（
水
）

■
申
し
込
み
　
直
接
ま
ま
た
は
電

話
で
、
明
和
町
福
祉
子
育
て
課
へ

申
し
込
み
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
詳
し
く
は
、福
祉
子
育
て
課（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

人 の う ご き

７月の人口 ６月中の
主な増減

総人口：23,171人 出生：16人
　　男：11,170人 死亡：17人
　　女：12,001人 転入：41人
世帯数：8,171世帯 転出：24人
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
は
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が

倒
れ
た
時
、
あ
な
た
に
で
き
る
応

急
手
当
の
講
習
会
（
普
通
救
命
講

習
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
１

階
梅
の
間

■
内
容
　
①
応
急
手
当
の
重
要
性
、

②
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
に
対
す
る

方
法
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

■
募
集
人
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間
　
８
月
６
日
（
月
）

〜
15
日
（
水
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
申
込
み
は
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
明
和
消
防
署
ま
た

は
消
防
本
部
、
管
内
消
防
署
・
分

署
で
、
所
定
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
キ
ー

ワ
ー
ド
「
松
阪
消
防
」、

http://

w
w

w
.m

ie-m
a
tsu

sa
k
a1

1
9
.

jp
/

）
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
受
講
修
了
者
に
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
明
和
消
防
署
（
☎
52
・
５
６
０

０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合 

明
和
消
防
署
】

防
火
管
理
講
習
開
催
の

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

出
演
者
大
募
集
‼

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
消
防
法
に
規
定
す
る
防
火
管

理
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

①
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　（
定
員
50
人
）

　
９
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
～

11
時
30
分

②
乙
種
防
火
管
理
講
習

　（
定
員
30
人
）

　
９
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

③
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　（
定
員
２
０
０
人
）

　
９
月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）

２
日
間
と
も
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

■
場
所
　
松
阪
市
久
保
町
１
８
４

６
番
地
　
学
校
法
人
梅
村
学
園 

三
重
中
京
大
学 

７
号
館

■
受
講
資
格
　
事
業
所
等
で
、
防

火
管
理
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
、
指
導
す
べ

き
立
場
に
あ
る
方

■
申
込
方
法
　
消
防
本
部
、
管
内

の
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）を
貼
付
の
う
え
、

受
付
期
間
内
に
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
へ
（
郵

送
不
可
）

※
受
講
申
請
書
は
松
阪
地
区
広
域

消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w

w
.m

ie-m
atsusaka119.

jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
受
付
期
間
　
８
月
13
日
（
月
）

～
８
月
24
日
（
金
）
土
・
日
曜
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

各
講
習
と
も
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他
　
講
習
を
修
了
さ
れ
た

方
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
０

５
９
８
・
25
・
１
４
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

ボ
デ
ィ
ー
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
骨
格
と
筋

肉
に
も
ど
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

■
日
時
　
９
月
５
日
・
12
日
・
26

日
、
10
月
３
日
・
10
日
（
各
水
曜

日
、
計
５
回
）
午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時

■
場
所
　
明
和
町
総
合
体
育
館 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

■
対
象
者
　
町
内
近
隣
市
町
の
18

才
以
上
の
男
・
女

■
募
集
人
数
　
先
着
15
人

■
参
加
費
　
町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
日
時
　
８
月
17
日

（
金
）
～
８
月
26
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
当
初
の
日
程
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

※
総
合
体
育
館
受
付
窓
口
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
・
保
険
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ

り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
町
総
合
体
育
館
内
、
☎
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
・
ダ
ン
ス
・
演
奏

会
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

申
し
込
み
は
、８
月
17
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
希
望
団
体
は
町
内
の

方
で
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
　
10
月
14
日（
日
）（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所
　
明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
☎
52
・
７
１
３
０
　

52
・
７

１
３
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

 

　
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】
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お知らせ
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

松阪地区広域消防組合消防吏員募集
松阪地区広域消防組合では、平成25年４月１日採用予定の消防吏員

（消防士）を次のとおり募集します。

■申込方法　次のものを消防本部総務課へ持参または郵送（簡易書留に

　限る）してください。

①消防吏員採用試験申込書（消防本部所定のもの）、②受験票（消防

本部所定のもの）、③返信用封筒２通（80円切手を貼付、返信先住所・

氏名を記入のこと）

※①と②は、消防本部ホームページ（検索キーワード「松阪消防」、 ht t p : / /www .m i e -ma t s u s a k a119. j p /）

からダウンロードできます。また、８月１日(水)から消防本部総務課、管内消防署・分署でも配布します（消

防本部総務課は土・日曜日を除く）。

■申込期間　８月１日（水）〜22日（水）　午前８時30分〜午後５時15分（土・日曜日を除く。郵送の場合は８月

22日(水)必着）

■職種・予定人員・受験資格・試験内容

※試験内容の詳細については、松阪地区広域消防組合消防吏員募集要項をご覧ください。そのほか、詳しくは

松阪地区広域消防組合消防本部総務課（〒515-0818　松阪市川井町1001 ー１、☎0598 ・ 25 ・ 1411）へお問

い合わせください。

明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

い
ち
ご
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
所
や
幼

稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を
通
じ
て
一

緒
に
お
話
し
し
た
り
、
楽
し
く
遊

ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て
な
ど
の
情

報
交
換
が
で
き
る
場
で
す
。
い
ち

ご
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種
行
事
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
プ
ー
ル
で
水
遊
び
を
し
よ
う

■
日
時
　
８
月
６
日（
月
）　
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
　
20
人
、
電
話
に
て
申
し

込
み

◎
お
話
し
会

■
日
時
　
８
月
９
日（
木
）　
午
前

10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
、
予
約
不
要

◎
栄
養
相
談

■
日
時
　
８
月
10
日（
金
）　
午
前

10
時
～
11
時

■
内
容
　
離
乳
食
な
ど
子
ど
も
の

栄
養
相
談

■
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
赤
ち
ゃ
ん
集
ま
れ
～
!!

■
日
時
　
８
月
20
日（
月
）　
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
10
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
よ
う

■
日
時
　
８
月
28
日（
火
）　
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
ク
ラ

ブ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～ 

午
後
５
時
、h

ttp://w
w

w
.

toy
otsu

jidou
.com

）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
　
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

■
所
在
地
　
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮

３
５
３
５
︱
１
）
２
階

■
開
所
日
時
　
土
・
日
曜
日
と

祝
日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

未
就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

職　種
採用予定

人　　員

受験資格（年齢・学歴・資格等のすべての条件を満たすこと） 第１次試験

日　時　等

第２次試験

日　時　等年　齢 学歴・資格等

消防士 7人程度

昭和59年4月

2 日 〜 平 成 7

年 4 月 1 日 ま

でに生まれた

人

①日本国籍があり、地方公務員法第16条(欠格

条項)に該当しない人

②学校教育法に定める高等学校以上の教育課程

を平成25年3月末までに卒業(修了)、または

卒業(修了)見込みの人、および文部科学省の

実施する高等学校卒業程度認定試験(旧名称：

大学入学資格検定試験)に合格した人

③身体要件(募集要項に記載)

【日時】平成24年

9月16日(日)

午前8時15分

【場所】三重中京大学

(松阪市久保町)

【内容】

教養試験、消防適性

検査

第 1次試験合格者に

対して通知します。

【内容】

論文、面接、身体検査、

体力検査
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

９月１１日は「警察安全相談の日」

ご利用ください 警察総合相談電話 ☎＃9110
９月 11 日は「警察安全相談の日」です。三重県警察では、犯罪被害

の未然防止等を目的に「警察総合相談電話」窓口を設置し、県民の皆さ

んからの「身近なトラブル」や犯罪に関する相談、情報提供等を受け付

けています。

「サイト利用料金が未払いです。至急振り込み手続きを…」こんなメ

ールやハガキが届いたことはありませんか。身に覚えがない料金の請求

等で「おかしいな？」と思ったときなど、まずは警察総合相談電話また

は最寄りの警察署でご相談ください。

■警察総合相談電話　☎＃ 9110　または　☎ 059・224・9110
（相談日時は、土・日曜日と祝日を除く平日の午前９時〜午後５時）

※警察総合相談電話について、詳しくは三重県警察本部広聴広報課（代

表☎ 059・222・0110）または松阪警察署（代表☎ 0598・53・0110）

へお問い合わせください。

伊
勢
広
域
環
境
組
合
で
は
、
平

成
25
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
、
人
数
　（
電

気
技
術
職
、
機
械
技
術
職
）
２
人

■
受
験
資
格
　
①
昭
和
53
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
（
年
齢
に
応
じ

て
試
験
程
度
が
異
な
り
ま
す
）、

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人
、
③
通
勤
可
能
な
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
外

国
籍
の
人
）
は
、
永
住
者
ま
た
は

特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を
有
す

る
こ
と
。
な
お
、
採
用
後
、
公
権

力
の
行
使
ま
た
は
公
の
意
思
の
形

成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
職
に
就
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
受
付
期
間
　
８
月
31
日

（
金
）
〜
９
月
14
日
（
金
）（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、土
・

日
曜
日
は
除
く
。
郵
送
の
場
合
は

９
月
14
日
（
金
）
必
着
）

■
採
用
試
験
　
第
１
次
試
験
　
10

月
14
日
（
日
）
＝
教
養
試
験
、
適

性
試
験
、
専
門
試
験
、
第
２
次
試

験
　
11
月
中
旬
ご
ろ
＝
口
述
試
験

（
面
接
）

■
受
験
申
込
書
　
伊
勢
広
域
環
境

組
合
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

事
務
局
で
交
付
し
ま
す
。（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、土
・

日
曜
日
は
除
く
）
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w

w
.

isek
o
u
ik

i.o
r.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
広
域
環
境
組

合
総
務
課
（
☎
０
５
９
６
・
37
・

１
２
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

伊
勢
広
域
環
境
組
合

職
員
の
募
集

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設

三
重
労
働
局
で
は
、
月
1
回
個

別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
や
相
談
に
お
答
え
し
て

い
ま
す
。

相
談
費
用
は
無
料
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
三
重
労
働
局
総
務
部
企

画
室
（
津
市
島
崎
町
３
２
７
︱
２

津
第
二
地
方
合
同
庁
舎
3
階
（
☎

０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
１
０
））

詳
し
い
こ
と
は
、
三
重
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
☎
０
５
９
・
２
２

６
・
２
３
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
で
は「
原
爆
と
人
間
展
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
原
子
爆
弾
が
も

た
ら
し
た
戦
争
の
悲
劇
や
、
戦
争

が
残
し
た
悲
惨
な
つ
め
跡
を
、
写

真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
　
８
月
６
日
（
月
）
〜
15

日
（
水
）

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

１
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
中
の
中
央
公
民
館
の
開
館

日
時
に
つ
い
て
は
、
同
館
（
☎

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
総
務
課（
☎
52
・
７
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
6
日
〜
15
日

中
央
公
民
館
で

「
原
爆
と
人
間
展
」
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お知らせ
広報めいわ            ８月号平成24 年

（2012年）

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
16
日（
木
）
午
後

６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま

で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
松
阪
市
市
民
生
活
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野
町

７
８
８
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は

次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き

を
除
く
）。

■
町
県
民
税
＝
第
２
期
分
、
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各

第
５
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
＝
第
２
期
分

■
納
期
限
＝
８
月
31
日（
金
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
８
月
27
日

（
月
）に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時
　
８
月
10
日（
金
）、
８
月

24
日（
金
）、
各
日
と
も
午
後
５
時

15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
８
月
５
日
・
12
日
・
19

日
・
26
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日

と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、町
税
・

保
険
料
の
納
付

◇
　
　
　
　 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■日時と内容　①８月６日（月）　午前９時 30 分〜正午＝

行政相談・心配ごと相談、②８月 20日（月）　午後 1 時

30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③９月３日（月）　午前９

時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④９月 18
日（火）　午後１時 30 分〜４時＝心配ごと相談

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお

問い合わせください。

８月と９月の行政相談・心配ごと相談
明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　①８月 14 日（火）、②９月 11 日（火）　時間は、

各日とも午前 10 時〜正午・午後１時〜３時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係

　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

８月と９月の「消費生活相談」窓口の開設

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
23
日

（
木
）
＝
平
成
22
年
１
月
生
ま
れ
、

②
９
月
20
日
（
木
）
＝
平
成
22
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
10
日

（
金
）
＝
平
成
23
年
１
月
生
ま
れ
、

②
９
月
７
日
（
金
）
＝
平
成
23
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
８
月
17
日

（
金
）
＝
平
成
21
年
１
月
生
ま
れ
、

②
９
月
14
日
（
金
）
＝
平
成
21
年

２
月
生
ま
れ

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者
　
８
月
30
日

（
木
）
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い

ま
せ
ん

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
８
月
24
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
＝
離
乳
食

を
始
め
る
前
ま
た
は
離
乳
食
を
は

じ
め
た
ば
か
り
の
人

■
内
容
　
離
乳
食
に
つ
い
て
の
話
・

試
食
な
ど

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
８
月
21
日
（
火
）

ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ８月号平成24 年

(2012 年 )

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。

【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】

■内容　絵　本「いったでしょう」

　　　　　　　「ぼうし　ぼうし　ぼうし」

　　　　紙芝居「うなぎにきいて」

■日時　８月26日（日）午後2時～

■場所　ふるさと会館1階児童室

【「会館スタッフ」による読み聞かせ】

■内容　「夕涼みおはなし会」です

■日時　８月23日（木）午後４時～

■場所　ふるさと会館1階児童室

【「てんとうむし」のみなさんによる読み聞かせ】

■内容　絵　本「とっくん　トラック　うみへ　ぶぶー」

　　　　紙芝居「ふしぎな　はな」

■日時　８月11日（土）午後２時～

■場所　ふるさと会館１階児童室

●ワークショップ　「紙ねんどでかき氷を作ろう」
■日時　８月10日（金）午前10時～正午

■場所　ふるさと会館2階多目的室

■講師　谷口まゆみさん

■募集人数　15人

■申し込み　８月８日（水）まで

■費用　500円

■対象　どなたでも応募できます。（小さいお子さんは

　　　　保護者同伴で）

●８月特別展「紙の昆虫展－見並俊博さん－」
　開催中です
■期間　８月19日（日）まで

■場所　ふるさと会館2階多目的室特別展示場

■開館時間　平日　午前9時30分～午後7時30分

　土・日・祝日午前9時30分～午後5時30分

●「夏休み小学生職場体験」のお知らせ
　図書館では、今年も小学校６年生を対象に職場体験希

望者を募集します。

■期間　８月16日（木）～８月28日（火）（土・日を除く）の予定

■体験時間　午前10時～午後３時の間

■募集人数　10人～ 12人程度

■対象　小学校６年生

■受付　８月10日（金）までに直接図

書館へ申込用紙を提出してください。

●８月の休館日
６日（月）、13日（月）、20日（月）、

27日（月）

31日（金　月末整理日）

※詳しくは、ふるさと会館（☎52・

7131）へお問い合わせ下さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

〇さいくう市
　毎月第１・第３日曜日に朝市を開催しています。

　６月～８月は開催時間を夏時間に変更しています。

　いつきのみやのオリジナルで作った、いつきおにぎり

やいつきいなり、また地元で採れた新鮮な野菜・くだもの・

特産品などお値打ちな価格で販売しています。みなさま

お誘い合わせの上ぜひお越しください。

■日　時

　８月５日（日）・19日（日）

　午前８時～ 10時

　９月２日（日）･16日（日）

　午前９時～ 11時

〇四季展示　いつきのみやの秋 ～重陽の節句～
五節句の中で一番大きい奇数の重なる節句が9月9日

の『重陽の節句』です。王朝人が親しんだ菊合わせや、

菊酒などの展示を行います。折り紙で菊を折る体験もで

きます。

■期　間

　９月１日（土）～

　９月17日（祝・月）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、いつきの

みや歴史体験館（☎52・3890）へ。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【 児 童 虐 待 相 談 窓 口 】

■明和町福祉子育て課   　　　　☎ 0596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　☎ 059・231・5666

【ＤＶ ( ドメスティック・バイオレンス ) 相談窓口】
■明和町福祉子育て課    　　　　☎ 0596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　☎ 059・231・5600

■警察安全相談電話　　☎ 059・224・9110　♯ 9110

■松阪警察署　　　　　　　　　☎ 0598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　☎ 0598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

さいくう市

昨年の重陽の節句
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今月号の主な内容

8月号
2012年

蓑村の虫送りは稲の害虫駆除のために始められたといわれており、毎年7月13日に行われ
ています。この日は子どもたちが燃える松明（たいまつ）を持って、とづか会館前から鳥墓
神社前までの水田沿いを太鼓や法螺貝の音と共に行列で進んでいました。

【7月13日　蓑村地内において「虫送り」が開催されました】

明和町行政チャンネル番組表 〈８月２日（木）～９月５日（水）〉明和町行政チャンネル番組表 〈８月２日（木）～９月５日（水）〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

８月２日（木）～
８月８日（水）

８月９日（木）～
８月１５日（水）

●明和ニュース：①夏休み子ども斎宮跡発掘体験教室、
　　　　　　　 ②群馬県明和町/三重県明和町スポーツ交流事業、ほか
●コ　ラ　ム：斎宮（いつきのみや）ガイドボランティア「散策 伊勢街道３」
●特　　　　集：平成２４年 大淀　園祭りと花火大会

８月１６日（木）～
８月２２日（水）

●明和ニュース：①志貴の精霊相撲、
　　　　　　　 ②サマーカーニバルin大淀、ほか
●コ　ラ　ム：明和町人権センター 夕涼み会
●特　　　　集：町長定例記者会見

８月２３日（木）～
８月２９日（水）

●明和ニュース：①中村の安産祈祷相撲、
　　　　　　　 ②第３０回 斎王まつりフォトコンテストほか
●コ　ラ　ム：明和町役場 各課のご紹介「まち整備課」
●特　　　　集：平成２４年 大淀　園祭りと花火大会

８月３０日（木）～
９月５日（水）

●明和ニュース：①平成２４年 大淀　園祭りと花火大会、
　　　　　　　 ②明和町人権センター 夕涼み会、ほか
●コ　ラ　ム：斎王が振り返る第３０回斎王まつり
●特　　　　集：平成２３年 明和町老人クラブ連合会「ミニ運動会」(再放送)

明和ニュース総集編（５月～７月）

６：00
７：00
８：00
９：00
10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
0：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　(特殊な場合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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